
【発表項目およびコメント】

熊本地震に係る「すまい」の再建について

令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策

新野球場の整備に係る移転候補地の提案募集の開始

第３回熊本都市圏３連絡道路有識者委員会の開催について

台湾・高雄市及び米国・アリゾナ州との
経済交流促進覚書（ＭＯＵ）の締結について

熊本で活躍する外国人材との共生の取組みについて

熊本県内の野生いのししで初となる豚熱感染確認について



熊本地震に係る「すまい」の再建

令和８年３月１５日までに土地区画整理事業 
による土地の引渡しを実施

残る２世帯４人（益城町）

→最後のお一人がすまいの
再建を果たすまで継続支援

すべての仮設住宅入居者の
  すまいの再建へ



令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策

冠水状況（熊本市） 潤川（宇土市）

令和７年８月豪雨の概要等

対策に向けた取組み

連携して浸水被害対策を検討 検討会の様子

令和７年８月の大雨による浸水被害に関する検討会

（令和７年９月～令和８年３月）

土木部
河川※管理者の

農林水産部
農地等の浸水対策に取り組む

市町村

内水対策に取り組む

○県内５つの観測所で観測開始以来最高となる最大 
 １時間雨量を記録し、さらに大潮の満潮と重なった
○河川の流下や排水機場等の排水に影響し、内水氾濫や

 河川氾濫により県内各地で甚大な浸水被害が発生

※一級河川の指定区間及び二級河川



令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策

主な課題及び対策の概要

・河川整備が途上
・計画を上回る降雨

・内水による浸水リスクの

把握が困難

・排水機場の浸水による

稼働停止

・内水対策が途上

・雨水ポンプ施設等の

浸水による稼働停止

内水リスク情報の周知 施設の高所化・耐水化
貯留施設等の整備

施設の耐水化等

坪井川（熊本市） 合津排水機場等（上天草市） 浸水状況（熊本市）

気候変動を考慮した

河川整備
（河川整備基本方針等の早期策定）

課
題

対
策

共 通 沿 岸 部 市 街 地 部

浸水状況（八代市）



堆積土砂の撤去
気候変動の影響を考慮した河川整備

令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策

中長期の主な取組み

ハ
ー
ド
対
策

ソ
フ
ト
対
策

出水期までの主な取組み

内水リスク情報の公表

排水ポンプ等の配備

（内水被害が発生した１８市町）

農業用排水機場の暫定復旧

雨水ポンプ施設等の耐水化等

農業用排水機場BCPの見直し・定期的な訓練

農業用災害応急ポンプの配備

[井芹川ほか４６河川]

（被災前の排水能力確保）[９機場]

[２箇所]（熊本市）

[木葉川、境川、大鞘川、合津川等]

雨水ポンプ場及び貯留施設等の整備

農業用排水機場の高所化・耐水化

河川整備の加速化

（河川整備基本方針等の作成）

（坪井川水系は、令和８年５月に学識者委員会を開催）

（上天草市ほか）

（熊本市）
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通
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岸
部

共

通

沿
岸
部

共

通

沿
岸
部

共

通

沿
岸
部

内水リスク情報の更なる充実
（内水浸水想定区域図や内水ハザードマップ等）

[災害復旧事業９機場、更新整備事業１４機場（R8.3時点）]
市
街
地
部

市
街
地
部



令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策
地域特性を踏まえた対策

各流域治水プロジェクトへ反映

関係者が協働し、継続的に進捗確認を行いながら対策を実施

事業主体：●県土木部 ■県農林水産部 ○市町村 □その他



新野球場の整備に係る

   の提案募集の開始移転候補地

募集  期間：３月２６日[本日]～７月２４日  

提案資格者：県内の市町村

ポイント①

駅近・街中

ポイント②

共創

・誰もがアクセスしやすい立地
・商業地など人が集まる場所に近い

・受益の程度に応じた費用負担
・新野球場の魅力向上に繋がる取組み



新野球場の整備に係る

   の提案募集の開始移転候補地

意欲ある市町村 とともに

野球場を核 まちづくりとした を通して

くまもと新時代 創造を したい



熊本都市圏３連絡道路の早期実現に向けた「住民参加型の道路計画検討」
の一環として「第３回熊本都市圏３連絡道路有識者委員会」を開催。

第３回 熊本都市圏３連絡道路有識者委員会の開催について

■ 日 時 令和８年３月３１日（火）１４時００分～

■ 場 所 ホテル熊本テルサ

■ 議 題  (１)第1回意見聴取の概要、結果

   (２)政策目標の妥当性

   (３)今後の進め方



第３回 熊本都市圏３連絡道路有識者委員会の開催について

政策目標設定後、
令和８年度中に

政策目標や技術的検討
を踏まえた

複数ルート帯案を提示

熊本都市圏３連絡道路の早期実現に向け、引き続き、
国の協力をいただきながら、熊本市と連携して取り組んでいく。

※令和７年5月～8月実施

【第１回意見聴取】

地域と道路の現状と

課題について 道路整備が果たすべき役割

(政策目標)を設定

意見聴取結果を踏まえ、

有識者委員会で議論



台湾・高雄市及び米国・アリゾナ州との
経済交流促進覚書（ＭＯＵ）の締結について

・半導体産業サプライチェーンの強靱化

・先端半導体を利用した産業への転換

・国際的な専門人材の育成

名 称

主な内容

「高雄市、熊本県、アリゾナ州
における経済交流促進覚書」

［調印日］ ２０２６年３月１２日

大学、民間企業・団体等と連携して、三地域の半
導体産業や地域経済が発展するよう取り組む



〇  熊本で働く外国人材の「方言が分からない」
不安やストレスを軽減し、熊本への愛着を
醸成するため、

 「くまもと方言ハンドブック」を作成

〇  職場や地域社会で日常的に使われており、
温かいコミュニケーションの鍵となる

（例）日常的に使用
「～しなっせ」「いっちょん」「よか」等
農業や介護の現場で使用
「畑のぐるり」「飯んしゃー」等

熊本で活躍する外国人材との共生の取組みについて

「方言」



くまもと方言ハンドブック 検索

〇監修：
熊本県立大学名誉教授
馬場 良二 様

〇協力団体：
熊本弁ネイティブの会様、
KUMAMOTO KURASU様、
農業・介護の各事業所様

ハンドブック内容(日常の会話：抜粋)

〇配布：
監理団体や登録支援
機関、市町村等

〇掲載：
 県ＨＰ

英訳ローマ字表記
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